
 

 

 

平成 2７年度協働事業実績 
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事業費決算 357,185,026円 

うち補助金 77,978,849 円 

協働形態別 

協働形態 事業数 

① 政策提言・企画立案過程 12事業 

② 委託契約 17事業 

③ 補助金交付等 29事業 

④ 共催 12事業 

⑤ 事業協力 81事業 

⑥ 実行委員会・協議会 6事業 
⑦ 後援 2事業 
⑧ 情報提供・情報交換 10事業 
⑨ その他 8事業 

協働事業数 累計 177事業 

公募・非公募別 

公募 51事業 

一部公募 7事業 

非公募 119事業 

未定 0事業 

合 計 177 事業 

部（室・局）別 新規 継続 合計 

政策調整室 4事業 26事業 30事業 

総 務 部 0 事業 11事業 11事業 

保健福祉部 2事業 32事業 34事業 

都市整備部 0事業 7事業 7事業 

市 民 部 0 事業 11事業 11事業 

出 納 室 0 事業 0事業 0事業 

議会事務局 0事業 2事業 2事業 

総合行政委員会事務局 0事業 1事業 1事業 

教 育 部 6 事業 66事業 72事業 

消防本部・消防署 0事業 7事業 7事業 

水 道 局 0 事業 2事業 2事業 

合 計 12事業 165事業 177事業 



平成27年度の協働事業実績
政策調整室　　秘書グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

1 昭和５１年度 平成１６年度 功労者・善行者表彰事業 非公募 1,492 1,065,203 0
市政や公益に功績のあった人を表彰し、
市の健全な発展を促進する。

市民 表彰式典への参加 表彰式の開催 全グループ ⑨その他 ７月

政策調整室　　企画グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

2 平成27年度 平成27年度

【新規】
　
第四次大阪狭山市総合計画後期基
本計画策定事業

公募 8,539 8,232,000 0

平成23年度からスタートした第四次大
阪狭山市総合計画の基本計画について、
社会情勢等の変化に対応するため計画期
間を概ね5年としたことから平成28年度
からの後期基本計画を策定する。

市民
総合計画に基づく各施策
に対する意見等

・出された意見の集約
・後期基本計画に反映

全グループ
①政策提言・
企画立案過程

2月１日
～

2月15日
4件

3 平成27年度 平成27年度

【新規】

大阪狭山市人口ビジョン・総合戦
略策定事業

公募 8,273 7,833,000 0

人口動向を分析し、将来展望を示す「大
阪狭山市人口ビジョン」と、それを基
に、本市における今後５か年の目標、施
策の基本的方向性や施策を示す「大阪狭
山市総合戦略」を策定する。

市民
総合戦略に基づく各施策
に対する意見等

・出された意見の集約
・総合戦略に反映

①政策提言・
企画立案過程

12月28日
～

1月27日
1件

4 平成27年度 平成27年度

【新規】
　
環境啓発事業（緑のカーテン用の
苗育成事業）

非公募 10 9,408 0

地球温暖化対策に有効な緑のカーテンを
育成するために必要なゴーヤなどの苗を
市民と協働で育成し、それを配布するこ
とによって緑のカーテン事業を実施す
る。

市民 緑のカーテン用苗の育成
緑のカーテンの苗育成
用の種子の配布

⑤事業協力

5 平成27年度 平成27年度
【新規】

狭山池築造1400年記念事業
非公募 101,680 77,292,057 19,331,341

古代から私たちへ受け継がれてきた狭山
池を次世代へと継承するために、狭山池
の恩恵や価値を再認識し、狭山池とそれ
を育んだ地域の魅力を国内外へ発信する
とともに、今後の地域経済の発展と環境
の保全へとつなげる取組みをさらに進め
ることを目的とする。

市民 記念事業の企画及び実施
記念事業の企画及び実
施

全グループ
⑥実行委員
会・協議会

6 平成24年度 平成24年度
住宅用太陽光発電システム設置費
補助事業

公募 7,000 5,091,000 5,091,000

地球温暖化に対する取組みとして、再生
可能エネルギー資源の利活用が注目され
ており、本市も環境先進都市としての役
割を積極的に担うため、住宅用太陽光発
電システムの設置費の一部補助を行い、
市民の積極的な取組みを促進する。

市民

太陽光発電システムの設
置、モニターとして太陽
光発電システムの使用状
況（電気料金等）の報告

補助金の交付
③補助金交付

等

8月3日
～

9月30日
59世帯

7 平成24年度 平成24年度
環境啓発事業（緑のカーテン事
業）

公募 41 0 0

地球温暖化対策に有効な緑のカーテンを
育成するために、つる系植物の苗を市民
に配布し、その効果のアンケート調査を
行い、一般家庭での地球温暖化対策につ
いての啓発を行う。

市民

緑のカーテン育成の実
施、緑のカーテンフォト
コンテストへの参加呼び
かけ、アンケート協力等

緑のカーテンの苗の配
布

③補助金交付
等

5月１日
～

5月18日
28人

8 平成24年度 平成24年度
環境啓発事業（エコ川柳コンテス
ト）

公募 25 10,000 0

地球温暖化問題を身近なものとしてとら
え、環境の大切さを再認識していただく
きっかけづくりとして、エコ川柳を公募
し、入選作品を公表することにより、地
球温暖化対策についての啓発を行う。

市民 コンテストへの参加
コンテストの開催及び
運営・周知

⑤事業協力
7月21日
～

8月３１日
143人

9 平成24年度 平成24年度
環境啓発事業（緑のカーテンフォ
トコンテスト）

公募 35 20,000 0

緑のカーテンを実施している市民から、
育成状況等のわかる写真を募集してコン
テストを行うことで、緑のカーテンに取
り組む動機を創出するとともに、入選者
の取組方法や写真を公表することによ
り、緑のカーテンの啓発を行う。

市民
緑のカーテンの育成、コ
ンテストへの参加（写真
や取組状況の報告）

コンテストの開催及び
運営・周知

⑤事業協力
7月21日
～

8月３１日
21人

10 平成19年度 平成21年度 エコフェスタおおさかさやま 非公募 73 14,997 0

深刻化する地球温暖化問題について、市
民一人ひとりに関心をもってもらい、身
近なところから地球温暖化防止に取り組
んでもらうための啓発を行う。

市民 アンケート協力等
イベントの実施にかか
る予算措置（会場等、
必要な資材の確保）

農政商工G ⑤事業協力

政策調整室　　市民協働・生涯学習推進グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

11 平成20年度 平成26年度
まちづくり円卓会議交付金交付事
業

非公募 5,000 4,401,074 4,401,074

市民が自主的に立ち上げた南中学校区の
まちづくり円卓会議が、地域のまちづく
りの課題解決に向けて取り組むため、交
付金として財政的な支援を行う。

特定非営利活動
法人南中学校区
円卓会議

継続して校区のまちづく
りを推進する

交付金の交付 通年
③補助金交付

等

12 平成25年度 平成25年度 青色防犯パトロール車の貸出し 非公募 3,952 3,697,611 0
地域の防犯活動を推進するため、青色回
転灯を装着している防犯パトロール車両
を貸出しする。

青色回転灯を使
用した自主防犯
パトロール活動
団体の委嘱状を
市長から受けた
団体

貸出車でのパトロールに
より、地域の防犯活動の
強化

青色防犯パトロール車
の貸出し

貸出車２台分 通年 ⑤事業協力

13 平成24年度 平成24年度 街頭防犯カメラ設置事業補助金 公募 2,500 841,000 841,000

地域の防犯活動を支援するため、自主的
に街頭防犯カメラを設置する自治会等及
び事業者に対し、その設置費用の一部を
補助することにより、街頭犯罪などを未
然に防止し、市民が安心して暮らすこと
ができるまちづくりを推進する。

地域の団体（自
治会等）

街頭防犯カメラの設置に
より、地域の防犯活動の
強化

補助金の交付 通年
③補助金交付

等
７月２７日
～８月３１日

1 ページ



平成27年度の協働事業実績
政策調整室　　市民協働・生涯学習推進グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

14 平成23年度 平成23年度 大韓民国金堤市交流支援通訳事業 公募 0 0 0

大阪狭山市と共同で世界遺産登録をめざ
す大韓民国金堤市から本市を来訪された
ときに、互いの意思の疎通を図るため、
韓国語を通訳できる市民等と協働し、市
民や行政間の交流が深まるよう支援す
る。

市民・市民活動
団体

通訳業務の実施 通訳者との調整 通年 ⑤事業協力

15 平成20年度 平成20年度 まちづくり円卓会議事業 公募 7,728 4,144,866 0

中学校区単位に市民が自主的に立ち上げ
たまちづくり円卓会議が、地域のまちづ
くりの課題解決に向けて取り組むため、
市に予算措置を提案する。

円卓会議 予算措置提案
会議運営への支援、会
議で合意提案された事
業についての予算措置

土木G、公園緑
地G、社会教
育・スポーツ
振興G

通年
①政策提言・
企画立案過程

16 平成19年度 平成19年度
地域防犯ステーション活動支援事
業（各小学校内）

非公募 1,047 956,169 956,169

学校と地域の安全を守ることを目的に、
小学校内に設置した地域防犯ステーショ
ンを活動拠点とする、各小学校区防犯ス
テーション運営団体の活動を支援する。

小学校区防犯ス
テーション運営
団体

自主的な運営

市民協働・生涯学習推
進グループ：補助金の
交付、情報提供。
教育委員会・学校：拠
点の提供、運営協力。

教育総務G、学
校教育G、社会
教育・スポー
ツ振興G

通年
③補助金交付

等

17 平成17年度 平成17年度
市民活動支援センター事業（委
託・補助）

公募 12,038 12,038,000 1,500,000

○市民団体に市民活動支援センター事業
を委託し、運営する。（施設の利用促
進・管理。団体支援。市民活動の普及・
啓発・情報収集・提供ほか）○ニュース
レター（年4回）発行、市民活動団体の
紹介「しみんのちから」冊子及びＩＴ版
の発行、「まちづくり大学」、近隣中間
支援センターとの情報交換会等の事業に
補助金を交付する。○平成22年度以降
はボランティア・インフォメーション・
コーナーの運営も合わせて実施。

市内の市民公益
活動に関する実
績のある団体

事業の運営
事業を運営するための
場を提供・委託。補助
金の交付

まちづくり大
学に関しては
全グループ

通年 ②委託契約

18 平成17年度 平成17年度
地域防犯ステーション事業（金剛
駅西口）

非公募 3,244 3,242,060 0

大阪狭山市の玄関口である金剛駅前地域
を中心とした安全・安心のまちづくりを
進めるため、防犯ステーションを運営す
る。

市民ボランティ
ア団体

事業の円滑な運営

電気・水道・下水道料
金、委託料の支払い、
金剛駅西口地域防犯ス
テーション運営にかか
る各種調整

通年 ②委託契約

19 平成17年度 平成17年度 地域力活性化支援事業 公募 3,000 2,516,000 2,516,000

安全・安心のまちづくりを推進するた
め、地域の課題を解決するための活動や
コミュニティ活動、生涯学習活動など自
治会等が自主的に取り組む活動に対し補
助金を交付する。＜対象となる事業＞○
地域活性化事業○防犯活動事業○防犯資
機材整備事業○感知式防犯灯設置事業○
防災活動事業

地域の団体（自
治会等）

各事業の実施により、地
域の団結力、組織力の促
進（強化）

補助金の交付 通年
③補助金交付

等
７月２７日
～８月３１日

20 平成16年度 平成16年度 市民公益活動促進補助金事業 公募 1,700 462,000 462,000
市民公益活動を促進するため、公募によ
り選考した市民公益活動団体が行う活動
に対し、補助金を交付する。

市民公益活動団
体

団体：公益事業の円滑な
運営
市民活動支援センター：
申請に関する相談、公開
審査会・事業報告会の運
営

補助金の交付
市民公益活動促進委員
会評価部会：審査、中
間評価

通年
③補助金交付

等
１月２６日
～３月１３日

21 平成16年度 平成16年度 市民公益活動促進基金 公募 350 180,000 0

市民公益活動の促進に要する経費に充て
るため、市民・市民公益活動団体・事業
者などから自主的に贈られた寄附金及び
その寄附金に相当する額を市が拠出する
マッチングギフト方式により基金を積み
立てる。

市民・ＮＰＯ等 基金への寄附
基金への寄附募集、寄
附と同額の上積みと運
用

毎年寄附金額が少ないために、
寄附の増加のためにＰＲを強化
する必要がある。

通年 ⑨その他

22 平成15年度 平成15年度 生涯学習出前講座 公募 0 0 0

市民等の団体が主催する学習会等に市職
員が講師として出向き、市政に関する説
明及び情報の提供並びに専門知識を活か
した実習等を行う。

10人以上の市
民団体

会場の確保と講座開催の
周知

市政に関する情報を提
供

全グループ 通年
⑧情報提供・
情報交換

23 平成14年度 平成14年度 狭山池まつり 非公募 3,500 3,500,000 3,500,000

狭山池の歴史や文化、自然を守り継承し
ていくことを基本とし、市民による市民
のための狭山池まつりを実施する。ま
た、毎月第4土曜日に狭山池の堤の清
掃・草刈など市民の自由参加によるボラ
ンティア活動を通じ、美しい狭山池を未
来に伝えてゆく活動として「狭山池ク
リーンアクション」を行っている。この
ような事業を行う狭山池まつり実行委員
会に補助金を交付する。

狭山池まつり実
行委員会

狭山池の堤の清掃・草刈
など市民の自由参加によ
るボランティア活動を通
じ、美しい狭山池を未来
に伝えてゆく活動として
「狭山池クリーンアク
ション」の実施及び狭山
池（狭山池公園）を利用
して「狭山池まつり」を
開催する。

市民協働・生涯学習推
進グループ：補助金の
交付
公園緑地グループ：会
場の使用許可

公園緑地G、生
活環境G

狭山池クリーンアクショ
ン年間13回実施の予定

５月２日
・３日及び
毎月第４
土曜日

③補助金交付
等

24 平成14年度 平成14年度 市民公益活動促進委員会 一部公募 378 266,000 0

市民公益活動の促進に関し、市長の諮問
に応じ、必要な事項を調査審議する機関
として設置し、引き続き諮問事項「市民
公益活動における促進諸施策のあり方」
を審議する。

市民・ＮＰＯ・
事業者・学識経
験者

諮問事項等の調査審議

公募市民・NPO・事業
者・学識経験者から市
長が委嘱し、審議のた
めに必要な情報の提供

募集は2年ごと。
第7期　平成26年8月
27日～平成28年8月
26日

通年
①政策提言・
企画立案過程

７月

25 平成13年度 平成13年度 都市間市民交流協会補助事業 非公募 2,000 2,000,000 2,000,000

姉妹都市、友好都市をはじめ、他の都市
との市民相互の交流を通じ、理解と連帯
を密にしながら、互いの市民文化と市民
福祉の向上、また、地域理解、国際理
解、国際協力等に寄与すると同時に、大
阪狭山市のひとづくり、まちづくりに貢
献することを目的に事業を実施する大阪
狭山市都市間市民交流協会に補助金を交
付する。

大阪狭山市都市
間市民交流協会

事業の円滑な運営 補助金の交付 通年
③補助金交付

等

26 ― ― 後援名義使用承認事業 非公募 0 0 0
市の施策の推進に寄与する事業に対して
「大阪狭山市」後援名義の使用を承認す
る。

市民団体・ＮＰ
Ｏ等

公益事業の円滑な運営 名義使用許可 全グループ 通年 ⑦後援
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平成27年度の協働事業実績
政策調整室　　危機管理グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

27 平成22年度 平成23年度 災害時要援護者支援事業 非公募 652 615,600 0

災害時要援護者支援プランに基づき、台
帳への登録を促進するとともに、地域の
関係団体と情報を共有し、災害時要援護
者の支援体制を構築する。

民生委員・児童
委員、自治会、
住宅会、自主防
災組織等

要援護者の台帳登録への
協力、要援護者への支援
を行う。

支援班を設置し、要援
護者台帳の管理及び関
係団体と連携し、要援
護者の支援を行う。

保健福祉部

災害対策基本法上の「避難行動
要支援者名簿」への移行してい
くにあたって、地域防災計画上
で明記した内容について説明の
必要がある。

災害時要援護者支援プラ
ンを改正し、新たに法に
基づく名簿として情報提
供できる体制にしてい
く。

随時 ⑤事業協力 随時

28 平成17年度 平成20年度
災害発生時等における応援協力協
定事業

非公募 0 0 0

災害発生時等における応援協力体制を事
前に整備し、災害発生時には迅速な対応
ができるよう各種団体や企業などと協定
を締結する。

まちづくり研究
会

協定先の提案及び協定先
との事前打ち合わせなど

協定先との詳細の調整
と協定の実施

まちづくり研究会の活動を知ら
ない企業等に、不審に思われる
ときがあり、行政との協働事業
であるというところから説明の
必要がある。

この事業については、ま
ちづくり研究会からの提
案による協定以外にも、
市が直接協定を行ってい
るものもある。

随時 ⑤事業協力 随時

29 平成16年度 平成16年度 自主防災組織育成事業 非公募 21,295 20,596,889 138,000

自主防災活動に必要な資機材の整備に要
する費用に補助金を交付する。「自分た
ちのまちは自分たちで守る」という（地
域住民の自衛意識と連帯感に基づき結成
された）自主防災組織を育成し、地域の
防災力の向上を目指す。

自主防災組織

組織の結成に向けた啓
発、結成後は各種啓発や
訓練等を行い、組織とし
て活動していく。

組織の結成に向けた啓
発、結成後の補助金交
付などの支援まで、事
務局としてサポートし
ていく。

消防本部
自主防災組織未結成地域への啓
発及び結成促進

随時
③補助金交付

等
随時

新規結成
３組織

30 平成8年度 平成17年度 総合防災訓練 非公募 865 829,325 0

住民の防災意識の高揚及び防災関係機関
との災害時の連携強化を図るため、住民
参加・体験型訓練を中心とした総合防災
訓練を実施する。

自治会等（自主
防災組織）

組織内で調整を行い、市
と共同して訓練に当た
る。

訓練開催に当たっての
各種調整を行う。

全グループ
（職員の参
加）

効果的な訓練内容の充実 10月25日 ⑤事業協力 -
参加者
1200人

総務部　　人権広報グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

31 平成20年度 平成20年度
男女共同参画推進センター運営業
務

公募 4,517 4,517,000 0
公募による市民公益活動団体による男女
共同参画推進センターの運営を行う。

NPO法人「南
大阪サポート
ネット」

センターの管理、各種講
座の企画・実施

センター備品や必要な
物的資源や情報等の提
供

NPO法人は資金力が脆弱であ
るため主体的な運営に限界があ
る。

男女共同参画啓発講座も
含めた事業を行う

通年 ②委託契約

32 平成17年度 平成17年度 男女共同参画推進啓発員制度 公募 4 0 0
市民公募による男女共同参画推進啓発員
が、市の男女共同参画の啓発について検
討する。

市民
男女共同参画施策への参
画・協力

男女共同参画施策の推
進

より多くの市民に男女共同参画
啓発推進員となっていただき、
地域に根ざした啓発活動を行っ
ていく。

通年 ⑤事業協力 ６月 ７人

33 平成17年度 平成17年度 声の広報編集・録音業務 非公募 169 168,480 0
視覚障がい者を対象に発行している声の
広報を市民団体・グループが市民の視点
で編集と吹き込み作業を行う。

市民団体 声の広報の円滑な録音
掲載記事の選定、必要
な物品の提供、広報に
おける情報発信

デジタル化への移行に伴うス
タッフの充実。

デジタル化に対応する講
座などの紹介や参加推奨

通年（毎月5
日程度）

⑤事業協力

34 平成17年度 平成17年度 広報写真取材・取材業務 公募 44 18,000 0

まちの話題・行事、市民の諸活動につい
て市民団体・グループが市民の視点で撮
影・取材を行う。（広報誌タウントピッ
クス、大阪狭山市Youtubeチャンネル）

市民団体
写真撮影、記事の作成
動画撮影、編集

取材現場との調整
機材の破損が起こった場合の補
償が行えない。

ボランティア保険への加
入を推奨する

通年（年約3
回）

②委託契約

35 平成15年度 平成15年度
人権文化をはぐくむまちづくり審
議会

一部公募 84 56,000 0
人権行政推進プランに関する審議を行
う。

市民・関係団体
計画プラン策定に関する
審議への参画

計画・プランの策定
任期は2年間（平成2９
年10月9日まで）

通年
①政策提言・
企画立案過程

９月 ３人

36 平成11年度 平成11年度 日本語読み書き教室 非公募 0 0 0

在住外国人に、日本語取得の手助けを行
える場（毎週木曜日と毎週土曜日）を提
供する。てとてとクラブが事業の企画運
営を行い、市が会場（市立公民館会議室
1）を確保する。

市民ボランティ
ア団体「てとて
とクラブ」

事業の円滑な実行 部屋の確保

社会教育・ス
ポーツ振興G
市民協働・生
涯学習推進G

対象者への周知。ボランティア
スタッフの充実。

通年 ④共催

37 平成6年度 平成6年度 人権学習講座 非公募 123 128,856 0

誰もが人権尊重に正しい理解と認識が深
められるように各種人権課題に関する講
座を開催し、市民へ学習機会を提供す
る。

大阪狭山市人権
協会など

事業の円滑な実行
事業に対する補助金の
交付

教育部
講座修了者へのフォローアッ
プ、人権指導者養成につながる
講座内容の検討。

１月～２月 ④共催

38 平成５年度 平成５年度 男女共同参画推進懇話会 一部公募 105 42,000 0
第3期大阪狭山市男女共同参画推進プラ
ンの実施状況に関する審議を行う。

市民
男女共同参画推進のため
の施策のあり方について
協議。市長に提言する。

計画・プランの策定
任期は2年間（平成28
年9月16日まで）

①政策提言・
企画立案過程

H28年６月

39 昭和61年度 昭和61年度 平和を考える市民のつどい 非公募 310 421,248 0
講演会、パネル展示を通じて戦争の悲惨
さや平和の尊さについて、市民とともに
考える催しを行う。

大阪狭山市人権
協会など

事業の円滑な実行
事業に対する補助金の
交付及び事業実施の周
知

教育部
より多くの市民の参加・参画を
図る。

予算額は市補助金の内、
同事業分の予算額

８月 ④共催

40 － － 人権啓発標語募集・選定 非公募 160 290,170 0

人権について考えるきっかけとしていた
だくため、市内小学生・中学生を対象に
人権啓発標語を募集し選考する。入選作
品を広報誌に掲載し、また、市の封筒や
各種啓発物品に活用する。

大阪狭山市人権
協会など

事業の円滑な実行
事業に対する補助金の
交付及び募集の周知

教育部
入選作品を活用することで、多
くの市民に周知する。

予算額は市補助金の内、
同事業分の予算額

９月～１２月 ④共催

41 － －
人権を考える市民のつどい
フェスタにんげんばんざい

一部公募 570 477,784 0

市民があらゆる生活の場で、互いの人権
を尊重しともに支えあう人権文化が根付
くまちづくりに向け、市民やさまざまな
機関が連携して、市民自ら企画し、人権
に関する展示、映画の上映などの催しを
行う。講演会などの機会を通じて、人権
の大切さを訴え、人権意識の高揚を図
る。

大阪狭山市人権
協会など

事業の円滑な実行
事業に対する補助金の
交付及び事業実施の周
知

教育部
より多くの市民・市民団体の参
加・参画を図る。

予算額は市補助金の内、
同事業分の予算額

１２月 ④共催 ９月
概ね
１０団体
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平成27年度の協働事業実績
保健福祉部　　福祉グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

42 平成21年度 平成21年度 在宅障がい者自活訓練事業 非公募 2,100 2,100,000 0

グループホームでの生活を望む在宅の知
的障がい者に対し、適切な日常生活訓練
及び集団生活に関する指導を行う。（河
内長野市・富田林市・大阪狭山市共同実
施）

社会福祉法人大
阪府障害者福祉
事業団
地域生活総合支
援センター「ゆ
う」

事業を実施する。
事業を団体に委託す
る。

対象となる利用者への周知が課
題。

広報等による事業の周知 ②委託契約

43 平成18年度 平成18年度 地域福祉計画推進事業 非公募 150 0 0
地域福祉のあり方や施策の方向性を定め
た「地域福祉計画」を策定し、地域福祉
の向上を図る。

市民・ＮＰＯ等
団体等は協議会に参画
し、意見を述べ、政策提
言をする。

市は計画を推進し、進
捗状況を団体の参加す
る「計画推進協議会」
に報告し、評価を受け
る。

保健福祉部ほ
か多数

高齢者、障がい者、ひとり親家
庭などさまざまな要援護者すべ
てを対象にしたセーフティネッ
ト構築の具体化が課題。

計画の推進への取り組み
を実施

①政策提言・
企画立案過程

44 平成18年度 平成18年度
コミュニティソーシャルワーカー
設置事業

非公募 18,281 18,162,238 0

コミュニティソーシャルワーカーが高齢
者や障がい者、ひとり親家庭などさまざ
まな課題をもつ人の福祉に関する相談に
応じ、必要なサービスや制度が利用でき
るよう、関係窓口につなぐ個別支援を行
うため、社会福祉法人等に事業を委託す
る。

社会福祉法人自
然舎、大阪狭山
市人権協会

コミュニティソーシャル
ワーカーを配置し、事業
を実施する。

事業を団体に委託す
る。

高齢介護G、生
活援護G、人権
広報Gほか

地域住民のコミュニティソー
シャルワーカーの利用の拡大が
課題。

広報等による事業の周知 ②委託契約

45 平成18年度 平成18年度 地域活動支援センター事業 非公募 30,105 29,875,562 0

障害者自立支援法に基づく事業として精
神障がい者及び知的障がい者に地域活動
支援センター事業を実施することによ
り、社会復帰及び自立並びに社会参加の
促進を図ることを目的とする。

社会福祉法人自
然舎
特定非営利活動
法人あんずの会

事業を実施する。
事業を団体に委託す
る。

支援センター利用者の拡大が課
題。

広報等による事業の周知 ②委託契約

46 平成18年度 平成18年度 障がい者相談支援事業 非公募 17,909 17,909,000 0
障がい者、その保護者、介護者などから
の相談に応じ、必要な情報提供等や権利
擁護のために必要な援助を行う。

社会福祉法人大
阪府障害者福祉
事業団
ぱるぱる

事業を実施する。
事業を団体に委託す
る。

相談者の拡大が課題。 広報等による事業の周知 ②委託契約

47 平成8年度 平成8年度
大阪狭山市精神障がい者家族会補
助金

非公募 54 54,000 54,000

精神障がい者の自立と社会参加のための
活動を行う精神障がい者の家族でつくる
大阪狭山つくし会に対して補助金を交付
する。

大阪狭山つくし
会

事業を実施する。
補助金を団体に交付す
る。

会員の高齢化による会員数の減
少等に伴う活動低下が問題

会報等による会の周知
③補助金交付

等

48 昭和59年度 昭和59年度 福祉のまちづくり推進事業 非公募 75 46,050 0

障がい者の社会参加促進と障がいに対す
る市民の理解促進を図ることにより、だ
れもが住みよい街づくりを進めるため、
市と障がい者団体等が協働して、12月
の障がい者週間に街頭啓発などを行う。

大阪狭山市身体
障害者福祉協議
会、大阪狭山市
更生保護女性会

市と団体が協力して協働
で啓発事業を企画・実施
する。

市と団体が協力して協
働で啓発事業を企画・
実施する。

実施団体を身体障がい者団体等
だけでなく、知的・精神障がい
者団体にも広げることが課題。

啓発物品の発注先の検討
を行った。

⑤事業協力

49 昭和54年度 昭和54年度 大阪狭山市更生保護女性会補助金 非公募 130 130,000 130,000

犯罪や非行の防止と罪を犯した人の立ち
直りを促進する大阪狭山市保護司会の活
動を支援し、更生保護に対する市民の理
解を深めるための啓発・研修事業に対し
て補助金を交付する。

大阪狭山市更生
保護女性会

地域での啓発活動を通し
犯罪・非行防止を推進す
る。

補助金を団体に交付
し、事務局機能を担
う。

③補助金交付
等

50 昭和51年度 昭和51年度
大阪狭山市民生委員児童委員協議
会補助金

非公募 1,520 1,520,000 1,520,000

地域の要援護者の把握に努め、あらゆる
生活上の相談に応じて自立を援助するこ
とにより住みよい地域づくりを進める当
該協議会の研修・友愛活動等に対して補
助金を交付する。

大阪狭山市民生
委員児童委員協
議会

団体はこれにより相互の
連絡調整を図り、民生委
員精神の高揚に努めると
ともに社会福祉の増進に
寄与する。

補助金を団体に交付す
る。

③補助金交付
等

51 昭和51年度 昭和51年度 大阪狭山市保護司会補助金 非公募 472 472,000 472,000

犯罪や非行の防止と罪を犯した人の立ち
直りを促進するため活動する大阪狭山市
保護司会の研修、啓発事業等に対して補
助金を交付する。

大阪狭山市保護
司会

団体はこれにより構成保
護活動、研修、啓発事業
等を実施する。

補助金を団体に交付
し、事務局機能を担
う。

③補助金交付
等

52 ― ― 社会を明るくする運動実施事業 非公募 215 215,000 215,000

すべての市民が犯罪の防止と罪を犯した
人たちの更生について理解を深め、それ
ぞれの立場において、力を合わせて犯罪
のない明るい社会を築く。

ＮＰＯ（更生保
護・福祉・教育
関係団体等）

本運動の企画・実施及び
関係機関・団体の連絡調
整

本運動の企画・実施及
び関係機関・団体の連
絡調整

本運動への参加・協力体制及び
事業内容等の拡充が課題。

各種団体に協力を依頼
③補助金交付

等

53 ― ―
大阪狭山市身体障害者福祉協議会
補助金

非公募 560 560,000 560,000
身体障がい者の自立と社会参加のための
活動を行う大阪狭山市身体障害者福祉協
議会に対して補助金を交付する。

大阪狭山市身体
障害者福祉協議
会

事業を実施する。
補助金を団体に交付す
る。

③補助金交付
等

54 ― ―
大阪狭山市知的障がい者(児)あん
ずの会補助金

非公募 200 200,000 200,000

知的障がい者（児）の自立と社会参加の
ための活動を行う大阪狭山市知的障がい
者（児）あんずの会に対して補助金を交
付する。

大阪狭山市知的
障がい者(児)あ
んずの会

事業を実施する。
補助金を団体に交付す
る。

③補助金交付
等

55 ― ― 精神障がい者理解促進事業 非公募 200 200,000 0

地域で自立して生活しようとする精神障
がい者に対する、市民の理解を促進する
ことを目的とする普及啓発事業を委託す
る。

社会福祉法人自
然舎

事業を実施する。
事業を団体に委託す
る。

参加者数確保のための周知が課
題。

広報等による事業の周知 ②委託契約

4 ページ



平成27年度の協働事業実績
保健福祉部　　生活援護グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

56 平成27年度 平成27年度
【新規】
大阪狭山市遺族会補助金（記念碑
建立分）

非公募 2,000 2,000,000 2,000,000

戦後７０年の節目を迎える平成２７年度
大阪狭山市戦没者・殉職者合同追悼式に
合わせて、戦没者・殉職者の氏名を刻銘
した記念碑を遺族会が建立するにあた
り、２００万円を上限に補助金を交付す
る。

大阪狭山市遺族
会

事業を実施する。
補助金を団体に交付す
る。

③補助金交付
等

57 ― ―
慰霊碑斎場管理事業（慰霊祭を含
む）

非公募 848 792,000 0
市の慰霊碑斎場の年間管理事業を大阪狭
山市遺族会に委託する。

大阪狭山市遺族
会

市と遺族会合同で慰霊祭
を実施する。

事業を団体に委託す
る。

遺族会会員の高齢化により年々
業務の受託が困難となってきて
いる。

②委託契約

58 ― ― 大阪狭山市原爆被爆者の会補助金 非公募 120 120,000 120,000

原爆被爆者による原水爆等の被爆災害を
再び繰り返さないための活動を行う大阪
狭山市原爆被爆者の会に対して補助金を
交付する。

大阪狭山市原爆
被爆者の会

事業を実施する。
補助金を団体に交付す
る。

③補助金交付
等

59 ― ― 大阪狭山市遺族会補助金 非公募 296 296,000 296,000

平和社会を推進し、戦傷病者戦没者遺族
等援護法に基づき、援護拡充活動を行う
大阪狭山市遺族会に対して補助金を交付
する。

大阪狭山市遺族
会

事業を実施する。
補助金を団体に交付す
る。

③補助金交付
等

保健福祉部　　高齢介護グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

60 平成27年度 平成27年度
【新規】

いきいき百歳体操事業
一部公募 338 336,270 0

地域で自立した生活を送る元気な高齢者
を増加させることを目指す。

市民
・実施場所の確保
・いきいき百歳ＤＶＤを
再生する機器の準備

・専門職の派遣
・おもり、ＤＶＤの貸
与

地域主体で事業展開をしてもら
う意識改革が必要

各地区や団体の集会、イ
ベント等地域に出向いて
周知に努めている。

通年 ⑤事業協力 通年

61 平成19年度 平成19年度
ハートケアフェスタ（介護・福祉
展）

非公募 771 532,618 0

「高齢になっても、住み慣れた地域で住
み続けられるまちへ」をテーマに、高齢
者福祉施策や介護保険制度についての市
民理解を深めるため、各種講演会や福祉
用具等の展示・相談会を行う。

市民、各団体、
介護保険サービ
ス事業者

協力スタッフとして企画
段階から、当日の運営ま
で幅広い業務を行う。

関係各団体等に参画を
募り、市と協力スタッ
フが協働で企画段階か
ら、当日の運営まで幅
広い業務を行う。

地域における様々な立場の人々
の参加を促進するため、高齢者
福祉や介護保険制度の理解を深
めることのできる、より魅力的
な催し等を毎年度工夫・具体化
する必要がある。

地域包括支援センターや
各協力団体と課題を検討
しイベント内容を精査し
ている。

11月28日
①政策提言・
企画立案過程

通年

62 平成19年度 平成19年度 脳の健康教室事業 非公募 1,278 1,107,960 0

今後、益々増加することが予想される高
齢者の認知症予防をめざすとともに、簡
単な読み書き・計算といった学習を通
じ、公募の学習サポーターや他の学習者
との交流、事業に関わるすべての人に生
きがいづくりの場を提供することで、明
るく活力ある地域づくりを行う。

市民
脳の健康教室の実施にと
もなう企画・運営を行
う。

学習者の公募と会場の
確保・提供及び教材費
等を負担する。

平成21年度から現任学習サ
ポーター等で市民サークル（※
「楽らくクラブ」）を結成し、
現在市内2会場で教室の企画・
運営を行っているが、今後は各
地域への更なる広がりを期待す
る。

サポーター主催で交流会
を実施。イベント、広報
誌等での広報に努める。

通年 ④共催 12月 5名程度

63 ― 平成17年度 敬老行事事業（金婚祝賀式） 公募 1,010 943,453 0

9月の敬老月間にちなみ、結婚50周年を
迎えられるご夫婦をSAYAKAホールへ
招待し、祝福する。二部では市内で活躍
する文化団体等による芸能鑑賞を行う。
市民スタッフを公募し、市と市民が協働
して企画・運営を行なう。

市民
市民スタッフとして企画
段階から、当日の運営ま
で幅広い業務を行う。

広報誌で金婚祝賀式対
象者と市民スタッフを
募集し、市と市民が協
働で企画段階から、当
日の運営まで幅広い業
務を行う。

金婚祝賀式対象者の増加が見込
まれるため、会場規模や実施内
容の再検討段階にきている。ま
た、市民スタッフの一部固定化
が見られるため、企画運営に携
わる市民スタッフの応募増が望
まれる。

協力団体、市民スタッフ
と運営会議を開催。事業
の再検討を行った。

7月～９月 ⑤事業協力 ７月 数名

64 平成14年度 平成14年度 介護相談員派遣事業 公募 678 875,149 0

平成14年度から公募開始。介護相談員
１１名を市内介護保険施設やサービス事
業者に派遣し、利用者の不満や不安、疑
問に対応し、苦情に至る状態を未然に防
ぐとともに、利用者の権利擁護を手助け
する。

介護相談員

介護相談員は各施設を2～
3人で担当し、毎月2回程
度施設を訪問し、月1回の
連絡会議で情報交換。毎
年、研修を受講してスキ
ルアップに努めている。

事務局
市内施設の増加に伴い、新しい
相談員の養成が必要である。

相談員の募集や、活動の
広報に努めた。

通年 ⑨その他 3月 数名

65 平成13年度 平成13年度 熟年いきいき事業 非公募 1,549 1,549,000 0

高齢者の生きがいと健康づくり推進に向
け、行政と市民及び市民団体等とのパー
トナーシップのもと、行政が考えた事業
を市民に提供するのではなく、市民自ら
が企画、立案し、実施することを目的と
して「熟年いきいき事業実行委員会」を
発足、熟年大学を始めとする多くの事業
を実施している。

熟年いきいき事
業実行委員会

事業に要する人材を提供
する。

熟年いきいき事業実行
委員会事務局や熟年大
学のための教室等のス
ペースを確保・提供す
る。

熟年大学事業実施のための会場
確保が困難である。

各事業の内容、実施会場
等の精査、調整を行った

通年 ②委託契約 通年 数名

66 平成12年度 平成12年度
高齢者保健福祉計画及び介護保険
事業計画

一部公募 673 347,279 0

平成27年から3年間（第6期）にわたる
計画の進捗状況を確認し、課題の分析や
評価を行い、第7期に向けて方策などを
検討する。（公募市民4名・保健医療関
係団体3名・学識経験者2名・地域福祉
関係団体代表7名・市1名の計17名で構
成）任期：平成27年6月1日～30年3月
31日

市民及び各団体

高齢者施策や介護保険制
度をより市民に根ざした
ものとするため、老人福
祉法と介護保険法に規定
されている介護保険事業
計画を一体的に策定し、
課題分析や評価を行い、
次期計画策定に向けて検
討する。

高齢者施策や介護保険
制度をより市民に根ざ
したものとするため、
老人福祉法と介護保険
法に規定されている介
護保険事業計画を一体
的に策定し、実施す
る。

健康推進G
公募による市民委員が集まらな
い。

広報誌やホームページ
等、広く募集を実施。

通年
①政策提言・
企画立案過程

４月 4名程度

67 ― ― 大阪狭山市老人クラブ連合会事業 非公募 1,160 1,160,000 1,160,000

市内の各地区老人クラブ相互の親睦と、
地域ごとの多彩な福祉活動や、ボラン
ティア活動などの自主活動を基盤とし
て、健康づくりや生きがいづくりを進め
るなど、幅広い活動を行う。

大阪狭山市老人
クラブ連合会

市内の各地区老人クラブ
（48クラブ）中、46ク
ラブが相互の親睦と、地
域ごとの多様な友愛活動
や、ボランティア活動な
どの自主活動を基盤とし
て、健康づくりや生きが
いづくりを進めるなど、
幅広い活動を行う。

市立老人福祉センター
さやま荘の指定管理者
（大阪狭山市社会福祉
協議会）が事務局と
なって会務を行い、市
は活動補助金を交付し
ている。

クラブ員や役員の高齢化

連合会や単位クラブで各
種クラブ活動やボラン
ティア活動、イベント
等、事業のPRをするこ
とにより、会員の増加に
努めた。

通年
③補助金交付

等
通年
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平成27年度の協働事業実績
保健福祉部　　健康推進グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

68 平成25年度 平成25年度 スキンケア講習会・個別相談 非公募 196 194,600 0
適切なスキンケアの方法を習得するための講
習会と個別相談を実施する

大阪狭山食物ア
レルギー・アト
ピーサークル
「Smile・
Smile」

アトピー・アレルギー情
報の提供や、実施する上
での誘導や案内

乳幼児のすこやかな育
成・発達を促す。

⑤事業協力

69 平成21年度 平成21年度
健康大阪さやま21計画推進事業
【健康ウォーキング】

非公募 300 167,154 0

市民のシンボル狭山池をホーム・ベースとし
て楽しみながら健康づくりに取り組む契機と
なるよう、気軽に参加できるイベントとして
のウォーキング大会を実施する。

大阪狭山市熟年
いきいき実行委
員会

事業実施にかかる企画立
案及び、イベント実施時
におけるスタッフ

実施場所及び予算の確
保、資器材の提供（貸
与）、広報・ホーム
ページ等を活用した市
民への周知

⑥実行委員
会・協議会

70 平成13年度 平成21年度 ピカピカ歯みがき教室 非公募 264 260,178 0

3歳の幼児とその保護者を対象に口腔内診
査、保健指導を行うことにより、う蝕等の歯
科疾患の予防を図り、生涯を通じた健康づく
りの基礎を築くことを目的とする。

食生活改善推進
員(ヘルスメイト)

手作りおやつ、お弁当の
おかず作りの説明と実演

市民の教室参加率の向
上と教室内容の充実

⑤事業協力

71 平成19年度 平成19年度
母子相談指導事業【アトピー・ア
レルギー電話相談】

非公募 14 13,599 0

アトピー・アレルギーの情報を共有し、相談
及び助言を行い、アレルギーに対する不安や
負担を軽減し、乳幼児のすこやかな育成・発
達を促す。

大阪狭山食物ア
レルギー・アト
ピーサークル
「Smile・
Smile」

アトピー・アレルギー情
報の提供、相談及び助言
を行う。

乳幼児のすこやかな育
成・発達を促す。

④共催

72 平成14年度 平成14年度
母子相談指導事業【赤ちゃん広
場】

非公募 36 28,309 0
初めての子育てによる育児不安の解消や仲間
づくりを支援するため、子育て支援センター
にて実施する。

マザーリング
育児不安の解消や仲間づ
くりを支援

育児不安の解消や仲間
づくりを支援のために
必要な情報提供と相談
への対応

こども育成室 ⑤事業協力

73 平成10年度 平成10年度
母子相談指導事業【離乳食講習
会】

非公募 310 305,025 0
乳児の保護者に離乳食の正しい知識を身につ
けさせるための講習会を実施する。

マザーリング
市民の講習会参加率の向
上と講習内容の充実

市民の講習会参加率の
向上と講習内容の充実

⑤事業協力

74 昭和63年度 昭和63年度
健康大阪さやま21計画推進事業
【健康まつり】

非公募 1,500 1,492,715 0

「健康大阪さやま21」計画の推進事業の一
環として、健康づくりに関連のある団体等と
実行委員会を組織して、生活習慣病予防を市
民に啓発するための事業を実施する。

医師会、歯科医
師会、薬剤師
会、富田林保健
所、食生活改善
推進協議会、献
血推進協議会等

各団体が、自身の得意分
野を活用し、市民に対し
て健康づくりの重要性を
PRしていく。

市民の自発的な健康づ
くりを支援する。

⑥実行委員
会・協議会

75 昭和39年頃 昭和39年頃
保健センター機能強化事業【献血
推進】

非公募 270 270,000 270,000

「医療に必要な血液を献血で確保する体制」
を確立するため。市民に献血思想の普及を図
るとともに、献血運動の一層の推進を図る団
体に対し助成する。

献血推進協議
会、大阪府赤十
字血液センター

献血思想の普及啓発
献血推進協議会のサ
ポート及び採血量の向
上

③補助金交付
等

都市整備部　　都市計画グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

76 昭和４４年度 平成１２年度 都市計画審議会 公募 563 205,318 0
都市計画に関する事項について、調査審
議を行う。

市民
都市計画に関する案件の
審議に参画。

公募により市民委員会
を先行し、委嘱する。

女性の参画
平成２０年度より公募に
より任命している。(定
数４名・任期２年）

①政策提言・
企画立案過程

都市整備部　　土木グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

77 平成21年度 平成21年度 まちきれい隊事業 公募 60 17,160 0

【目的】地域に愛される、きれいな道路
づくりや地域美化の推進に、市民及び事
業者等と市が協働して取り組む。
【内容等】 歩道のある市道で、一定区間
における歩道、植樹帯の清掃。

地域団体、事業
者等

歩道及び植樹帯等の清掃

用具の貸与、保険の加
入。ごみ処理手数料減
免袋の提供、ごみの回
収

生活環境G

・損害保険への加入費用、及び
清掃用具等の費用が必要。・清
掃後にゴミ回収が必要。・回収
できないごみの徹底

⑤事業協力

78 昭和62年度 昭和62年度 交通事故をなくす運動事業 非公募 700 700,000 700,000

【目的】交通安全思想の周知徹底と正し
い交通規制の実践を習慣づける運動を推
進し、交通事故防止を図る。【内容等】
市、所轄警察署、関係機関及び団体が一
体となって、交通事故をなくすことを目
的として、高齢者、幼稚園及び小学校並
びに中学校の児童・生徒を対象に、交通
安全に関する　 教室や講習会、街頭キャ
ンペーン等の各種啓発活動を実施。

同推進本部員
(推進本部構成
団体)

各種事業を実施する。
補助金を交付するとと
もに、各種調整を図る

④共催

都市整備部　　公園緑地グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

79 平成23年度 平成23年度 今熊市民の森保全会議 公募 0 0 0
「今熊市民の森」の自然環境の保全と利
活用に取り組む。

市民

森の管理、植栽、森との
ふれあいに関すること、
森の自然保護、山林の防
災・保安・利用モラル向
上に関すること、森の学
習・調査・研究の場の提
供など。

活動場の提供
必要用具の提供
技術的支援

会議に参加される市民それぞれ
の目標に差異があり、合意形成
が難しい

次の世代を担う若いメンバーが
少ない

市民が主体となった啓発
イベントが年に数回開催
されるようになり、市が
場所の提供等を行ってい
る。

毎月第4
木曜日

⑤事業協力 随時 未定

80 平成16年度 平成17年度 副池オアシス事業 非公募 0 0 0
狭山の副池自然づくりの会が主体でビオ
トープづくりを実施。

狭山の副池自然
づくりの会

公園美化活動事業とビオ
トープの整備と維持

公園美化協力事業の一
環として、位置づけて
いる。

生態系に配慮したビオトープを
継続するための維持管理が難し
い。

公園管理上必要な除草や
剪定手法について、協働
相手の共有している。

随時 ⑤事業協力 随時 未定

81 ― ― フラワースポットづくり事業 公募 1,218 717,878 0

公園や地区会館などの公共施設で、ボラ
ンティアによる花づくりを実施。原材料
を支給し、ボランティア保険に加入す
る。

地域の団体等
（24団体）

植え付け及び管理の実施
原材料として、花苗や
肥料を提供

世代交代による、若いボラン
ティアが育たない。

24団体が25箇所で実施 随時 ⑤事業協力 随時 未定

82 ― ― 公園美化協力事業 公募 3,750 3,312,700 0
ボランティア団体による市内公園の清掃
等。

地域の団体等
（42団体）

定期的に公園の美化活動
を行う。

公園面積及び作業内容
により報奨金を支給。
ボランティア保険加
入。

平成21年度に大阪狭山
市公園美化活動報奨金交
付要領を策定した。
42団体が59箇所で実施

随時 ⑤事業協力 随時 未定
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平成27年度の協働事業実績
市民部　　生活環境グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

83 平成22年度 平成22年度 大阪狭山市ごみ減量対策推進会議 公募 1,603 1,242,847 0

ごみの減量化対策を推進するため、市民
及び大阪狭山市廃棄物減量等推進員、並
びに市が協働して調査、研究及び啓発を
行う。

市民、廃棄物減
量等推進員（市
民）

ごみの減量化、再資源化
の調査、研究の市長への
報告、意見

会議運営のための情報
提供等事業運営の補助

啓発活動、実践活動における市
民団体との連携、協力体制の整
備

年間
⑧情報提供・
情報交換

2年に１回

84 平成16年度 平成16年度 違反簡易屋外広告物等撤去作業 公募 106 45,920 0
公募により認定した団体に、違法簡易屋
外広告物の撤去を委任する。

市民
法、府条例に基づき、違
反簡易屋外広告物を撤去
する。

法、府条例に基づき、
違反簡易屋外広告物を
撤去する。市民団体と
連携して幅広く活動す
る。

都市計画G、土
木G

活動員の高齢化により、活動の
継続が困難な団体が見受けられ
る。

年間 ⑤事業協力 １１月募集 上限なし

85 平成5年度 平成5年度 環境・リサイクルフェア事業 非公募 110 66,386 0
環境について関心のあるＮＰＯ、事業者
との協働により、環境・リサイクルフェ
アを実施する。

ＮＰＯ・事業者
エコ商品の展示と啓発物
品の配布。

エコ商品の展示や啓発
物品の配布。

農政商工G
展示内容がマンネリかする傾向
にある。

１１月実施 ⑤事業協力 無 無

86 平成3年度 平成3年度 牛乳パック整理作業 非公募 309 274,733 0
分別収集し、ストックされている牛乳
パックの中から、月2回不純物などを取
り除く作業を実施する。

大阪狭山市牛乳
パック回収協力
会

回収された牛乳パックの
整理作業

分別拠点から回収し、
整理作業所まで運搬す
る。整理された牛乳
パックを計量し、リサ
イクル業者に引き渡す

牛乳の消費量の減少に伴う回収
量の減少。

⑤事業協力

87 昭和63年度 昭和63年度 有価物回収奨励事業 公募 11,200 9,680,600 9,680,600
有価物回収の登録をした、子ども会・自
治会等が古紙等を回収し、その収集量に
応じて奨励金を交付する。

子ども会、自治
会等の登録団体

地域において、古紙等の
有価物の回収をリサイク
ル業者に依頼し、その結
果を市に報告する。

登録申請のあった団体
に対し、回収量に応じ
た奨励金の交付

年間
③補助金交付

等
４月

88 昭和58年度 昭和58年度 美化清掃事業 非公募 6,540 5,896,440 0
市民参加による市内一斉美化清掃を実施
する。

自治会等 自治会等による一斉清掃

清掃時のごみ袋を配布
し、市民によって集積
された土砂、ごみの回
収と分別及び処分。

ボランティア保険には加入済み
であるが、交通事故等による死
亡等の重篤な事故が発生したと
きの市としての対応。

５月 ④共催 5月

市民部　　農政商工グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

89 平成25年度 平成25年度 観光大使設置事業 非公募 0 0 0

狭山池をはじめとする歴史文化遺産や地
域の特性を生かした特産品など、本市の
魅力を広く周知し、本市の都市イメージ
の向上及び観光振興を図る。

さやま未来プラ
ンナー

本市の魅力を広く市内外
に紹介し、本市の都市イ
メージの向上を図る活動
や観光振興に資する提言
を行う。

観光大使の活動を円滑
に行うための情報提
供・連絡調整

企画G 通年 ⑤事業協力

90 平成21年度 平成21年度
大阪狭山市マスコットキャラク
ター「さやりん」着ぐるみ出張事
業

非公募 0 0 0

大阪狭山市を広くＰＲし、地域の活性化
及びＣＢ支援を目的として市民団体に委
託し、「さやりん」着ぐるみ出張事業を
推進する。

商工会、社会福
祉協議会、狭山
池まつり実行委
員会、大阪狭山
キジムナーの会

「さやりん」着ぐるみ出
張事業を推進し、コミュ
ニティの再生を通じて、
その活動で得た利益を地
域に還元する。

マスコットキャラク
ター「さやりん」を活
用しようとする事業
者、団体等を支援す
る。

企画G 通年 ②委託契約

91 平成20年度 平成20年度 桜まつり 非公募 920 920,000 920,000
春にイベント及び狭山池の桜をライト
アップする「桜まつり～春～」を開催す
る。

大阪狭山市商工
会青年部

狭山池の桜を大阪狭山市
の観光名所として市民に
親しんでもらうととも
に、全国に発信する。

狭山池の桜を広くＰＲ
する。

公園緑地G
3月下旬～4
月上旬

⑥実行委員
会・協議会

92 平成19年度 平成19年度 産業まつり 非公募 1,500 1,500,000 1,500,000

従来から実施していた「青果物消費者感
謝デー」と「農業祭」を事業統合して実
施。地産地消の推進と、市民の農業及び
商工業等の振興に対する意識の高揚を図
り、本市産業の振興・発展に寄与する。

大阪狭山市商工
会青年部・営農
指導者会

地産地消の促進、商工業
の振興を目的とし、広く
市民に呼びかけを行う。

地産地消の促進、商工
業の振興を目的とし、
広く市民に呼びかけを
行う。

生活環境G 11月
⑥実行委員
会・協議会

93 ― ― 商品量目調査 非公募 150 150,000 0

消費者自らが商品を計量することによっ
て、地域の商店等における商品量目の実
態を把握し、適正計量に対する意識の高
揚を図る。

大阪狭山市消費
者問題連絡会

市内全域のスーパー等か
ら商品を購入し、その内
容量等について検査す
る。

大阪府計量検定所との
連絡調整

10月 ②委託契約

議会事務局

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

94 平成18年度 平成18年度 議会だより表紙写真の市民公募 公募 0 0 0
毎年5月・8月・11月・2月に発行され
る議会だよりの表紙写真を市民から募集
する。

市民
議会だよりの表紙写真の
応募

写真募集の啓発活動
応募人及び応募数の減少による
選考結果の偏り

議会だより編集委員会
で、表紙のあり方などに
ついて、継続して検討中

⑧情報提供・
情報交換

95 平成17年度 平成17年度 声の議会だより作成 非公募 57 56,160 0
議会だよりの朗読をＣＤに録音し、声の
議会だよりを作成する。

朗読ボランティ
ア団体

議会だよりの朗読及びダ
ビングによる声の議会だ
よりの作成

議会だより録音の際に
必要な物品等の提供

人権広報G
データ受け渡し時期（相手が希
望する時期に朗読用原稿の完成
が間に合わない時がある）

事前に担当者を把握した
うえで日程調整を実施
し、声の議会だより朗読
用原稿の完成を優先させ
る

⑧情報提供・
情報交換

総合行政委員会事務局

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

96 平成15年度 平成15年度 選挙事務関係 公募 2,734 2,383,222 0
市民の選挙への関心を高めるために選挙
事務従事を推進する

市民 投票所事務従事 投票所の設置 全グループ
６時３０分か
ら２０時３０
分まで

⑨その他
平成２７年２
月・平成２７
年９月

50人程度
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平成27年度の協働事業実績
教育部　　教育総務グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

97 平成２１年度 平成２１年度 学校園環境整備事業 非公募 0 0 0

子どもたちに、よりよい学習環境を提供
するため、PTAと共に市内の小中学校・
幼稚園・保育所施設の除草、側溝清掃を
はじめとする環境整備を行う。

市民、
ＰＴＡ等

情報提供、ボランティア
として事業に協力

事業の運営 ⑤事業協力

98 平成２０年度 平成２０年度
おおさかさやまこどもフェスティ
バル

非公募 150 103,680 0
学校園の連携や地域とのつながりの強化
を目指し「つながりある教育」を推進す
る。

大阪狭山市文化
振興事業団

イベント宣伝活動及び当
日の運営補助業務

事業の運営
教育部各グ
ループ・室

②委託業務

99 平成４年度 平成４年度 後援名義使用承認事業 非公募 0 0 0
教育、文化及びスポーツの振興のために
行う諸事業に対して「大阪狭山市教育委
員会」後援名義の使用を承認する。

ＮＰＯ等 公益事業の効果的な実施 名義使用許可
教育部各グ
ループ・室

⑦後援

100 昭和３８年度 ― 文化教育功労者表彰事業 非公募 128 80,756 0

教育委員会表彰規程により、本市の教
育、文化、スポーツ等の振興・発展に貢
献された方々に対して、記念品を添えて
表彰する。

市民

秘書グループとともに式
当日の運営等を行ってい
るが、特に司会及び市歌
斉唱等を市民により実
施。

被表彰者の選出、事業
の運営

秘書G ⑤事業協力

教育部　　学校教育グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

101 平成24年度 平成24年度
さやまっ子ティーチャー
配置事業

公募 4,000 3,558,000 0

「さやまっ子ティーチャー」を全小学校
に置くことで、低学年の子どものサポー
ト体制を強化し、子どもの意欲を高め
る。さらに中学校にも配置し、生徒指導
や個別の学習指導対応・相談などのサ
ポートをする

市民
学習活動に遅れがちな子
どものサポートをする

活動回数の把握、謝金
の支払い
傷害保険に係る業務

こども育成室
児童・生徒の個人情報保護と業
務に適した人材確保

各校の管理職より個人情
報保護に関する説明を行
う

５～３月 ⑤事業協力 随時

102 平成23年度 平成23年度 体力向上推進事業 一部公募 922 838,000 0

児童・生徒の体力・運動能力の向上をめ
ざして、小学校に専門的な技術指導力を
備えた外部人材を体育指導支援員として
配置し、体育の授業におけるきめ細かな
指導の充実を図る。また、中学校におい
ては、新学習指導要領の武道必須化に対
応した剣道の専門的な技術指導力を備え
た外部人材を剣道指導支援員として配置
し、剣道を安全かつ円滑に実施する体育
授業の充実を図る。

市民

体育指導支援員として小
学校体育の授業における
専門的指導
剣道指導支援員として中
学校体育の授業における
専門的指導

活動回数の把握、謝金
の支払い
傷害保険に係る業務

児童・生徒の個人情報保護と業
務に適した人材確保

５～３月 ⑤事業協力

103 平成21年度 平成23年度 学力向上推進事業 公募 1,000 909,000 0

理科教育に情熱と能力を持った外部人材
を理科支援員として小・中学校の理科の
授業に配置し、各学校の理科教育の活性
化を図る。

市民
理科の授業における観
察・実験の補助

活動回数の把握、謝金
の支払い

児童・生徒の個人情報保護と業
務に適した人材確保

５～３月 ⑤事業協力 ４月

104 平成22年度 平成22年度 英語教育支援事業 非公募 1,600 1,600,000 0

早期より英語に親しむことで、自然な形
で異文化に触れることとともに、コミュ
ニケーション能力の育成を図るための基
礎を養う。また、市民活動団体と連携す
ることにより、小学校外国語活動への参
画を促す。

NPO 英語活動への支援
研修の実施、市民活動
団体との打ち合わせ、
助成金の決定・支払

児童・生徒の個人情報保護と業
務に適した人材確保

５～３月 ⑤事業協力

105 平成22年度 ― 読書ｅプラン推進事業 公募 9,586 8,991,960 0

子どもが本に親しみ読書の楽しさを知る
中で、幅広い知識、考える力、コミュニ
ケーション力、言語力等を獲得できるよ
う、学校に図書館司書を配置し、継続性
のある読書活動を推進する。

市民
図書館司書による読書環
境整備や読書活動の支援

研修の実施、活動回数
の把握

児童・生徒の個人情報保護と業
務に適した人材確保

５～３月 ⑤事業協力

106 平成20年度 平成20年度 学習支援チューター事業 公募 1,890 1,644,000 0

学習に課題のある児童・生徒に対して、
自学自習力と学力の育成をねらいとし、
放課後ならびに夏季休業中等において継
続的な支援として学習指導を行う。「学
習支援チューター」は、教員を目指す大
学生や退職教員、教職免許を有する市民
等の地域人材を充てる。

市民・退職公務
員連盟

市民：学習支援
退職公務員連盟：学習支
援（無償）

活動回数の把握、謝金
の振込
退職公務員連盟との連
携と調整

社会教育・ス
ポーツ振興G

児童・生徒の個人情報保護と業
務に適した人材確保

５～３月 ⑤事業協力 随時

107 平成20年度 平成20年度 学校教育自立支援通訳事業 非公募 840 553,000 0

学校教育において、現在および今後増加
すると思われる日本語の理解が十分でな
い海外からの転入児童生徒に、学習環境
への順応と早期の言語的自立を促すた
め、専門的な知識や技能等を持つ地域人
材を積極的に活用して、必要とされる識
字・通訳等の教育的支援を行う。

市民 通訳業務の実施
対象児童生徒の把握、
謝金の振込

児童・生徒の個人情報保護と
ニーズに応じた人材確保

市教委担当指導主事より
個人情報保護に関する説
明を行う

５～３月 ⑤事業協力 随時

108 平成20年度 平成20年度 中学校部活動支援人材活用事業 公募 840 840,000 0

中学校教育において、部活動は生徒の精
神面や体力面に資するところが非常に大
きく、意義あるものである。少子化によ
り教職員の人数が減少したため部活動の
数も少なくなっており、生徒の多様な希
望に応えることが難しい状況である。ま
た指導については専門的な知識や技能等
も必要であることから、地域人材を活用
することにより、その解決を図る。

市民
学校管理下における部活
動の指導

活動回数の把握、指導
者の傷害保険に係る業
務、謝金の振込

児童・生徒の個人情報保護と
ニーズに応じた人材確保

５～３月 ⑤事業協力 随時
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平成27年度の協働事業実績
教育部　　学校教育グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

109 平成16年度 ― 学校協議会 非公募 0 0 0

保護者や地域住民の意向を把握し、学校
運営に反映させることにより開かれた学
校づくりを進めるために学校協議会を設
置し、意見交換を通して保護者や地域住
民等の学校に対する理解と信頼を深める
とともに、学校運営の改善に資する。学
校長の求めに応じて、教育活動、地域社
会及び家庭と学校連携の促進、学校運営
等に関して意見を述べ、助言を行う。

市民 学校協議会への出席
学校長が推薦する委員
の任命・委嘱

５～３月 ⑤事業協力

110 平成15年度 ― ＣＡＰ子どもワークショップ事業 非公募 600 540,000 0

小学校児童への虐待・暴力行為、子ども
同士のいじめなどへの対処法を学ぶ。Ｃ
ＡＰ（子どもへの虐待防止）プログラム
により、子どもに対する虐待・暴力行
為、子ども同士のいじめなどへの対処法
を子どもたちに教えるため、ＣＡＰ子ど
もワークショップ（参加型学習会）を市
内小学校で実施する。

NPO

小学校児童への虐待・暴
力行為、子ども同士のい
じめなどへの対処法の指
導

NPO代表との協議、謝
金の支払い

５～３月 ⑤事業協力 ４月

111 ― ― 帝塚山学院大学協働事業 非公募 0 0 0

外部人材が教育現場へ参加することによ
り、学校の活性化とともに、児童・生徒
に、比較的年齢差の少ない学生が接する
ことにより、異年齢交流の促進を図る。
帝塚山学院大学の学生が、ボランティア
として小・中学校の教育現場に入り、児
童・生徒の学習や学校行事等への支援を
行う。

帝塚山学院大学
学生

学校における教育ボラン
ティア活動

事業コーディネート全
般

学校の要望する時間帯に、活動
を希望する学生の数を十分に確
保すること

５～３月 ⑤事業協力

112 ― ― 学校園地域連携推進事業 公募 1,010 1,000,000 0

「地域人材バンク」に登録している地域
住民や在住外国人を学校園に招き、その
知識・経験・技能を生かした体験・経験
学習を行うことで、開かれた学校づくり
やきめ細かな指導の充実に資する。地域
住民で、学校教育に熱意ある方を対象に
「地域人材バンク」に登録していただ
く。学校園は実情に応じて、登録者の知
識・経験・技能を生かした教育活動を
行っていただくよう依頼する。

市民
登録者の知識・経験・技
能を生かした教育活動の
支援

予算化、登録の受付、
学校園への登録者紹
介、謝金の支払い、
講師の傷害保険に係る
業務

児童・生徒の個人情報保護と
ニーズに応じた人材確保

５～３月 ⑤事業協力 随時

教育部　　学校給食グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

113 昭和52年度 昭和52年度
学校給食事業（米飯給食補助事
業）

非公募 10,000 10,000,000 10,000,000

米飯給食の委託加工賃を補助することに
より、学校給食の献立内容の多様化と保
護者負担の軽減を図るため、補助金を交
付する。

学校給食会

学校給食会との協働によ
り、献立内容の多様化な
ど、学校給食の充実を図
る。

学校給食会との協働に
より、献立内容の多様
化など、学校給食の充
実を図る。

8月14日
③補助金交付

等

114 昭和48年度 昭和48年度 学校給食センター運営委員会 非公募 0 0 0
学校給食に関する重要な事項を協議決定
し、給食センターの運営について審議す
る。

PTA、学校
医、議員、校
長、関係機関

センター運営の重要事項
について審議し答申す
る。

センター運営の重要事
項について審議し答申
する。

未実施
①政策提言・
企画立案過程

115 昭和48年度 昭和48年度

学校給食会との協働事業（学校給
食会の献立作成委員会、物資購入
委員会、物資納入業者選定委員
会）

非公募 0 0 0
学校給食用物資を適正円滑に供給し、あ
わせて学校給食の普及充実と食品衛生の
確保を図ることを目的とする。

学校給食会

学校給食会における各委
員会の意見を学校給食に
反映させ、学校給食の充
実を図る。

学校給食会における各
委員会の意見を学校給
食に反映させ、学校給
食の充実を図る。

献立5～7月、9
～3月
物資4～6月、8
～3月
業者1月

⑤事業協力

教育部　　社会教育・スポーツ振興グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

116 平成27年度 平成27年度

[新規]
公民館管理運営事業(指定事業)
青少年セミナー「学校との連携
ワークショップ」

非公募 62 64,974 0

学校との連携事業として実施することに
より、より多くの子ども達に様々な体験
を提供する。
ストレッチや発声練習、感情表現を学
ぶ。
表現することの喜び、みんなでひとつの
作品を創りあげる喜びを得る。

街のすぐれもの
登録者

講師・事業協力者
市（指定管理者）：事
業の運営

学校のニーズと協力者の提案と
の調整

打合せの場をもつこと
で、しっかりと調整を図
る

1月 ⑤事業協力

117 平成27年度 平成27年度

【新規】
公民館管理運営事業（指定事業）
ハートフルセミナー
「シングル女性のためのちょっと
早めの老い支度～私が決める私の
生き方～

非公募 100 96,483 0

格差社会の中、シングルで自活している
女性の老後への不安が大きい。少し先を
見越す学びを通して、不安を軽くし、今
を受け止めイキイキと生きるためのパ
ワーを持ち帰ってもらう。

市民団体等 講師・事業協力者
市（指定管理者）：事
業の運営

5月～7月 ⑤事業協力

118 平成27年度 平成27年度
【新規】
公民館管理運営事業（指定事業）
地域活性化事業「公民館☆ラボ」

非公募 96 62,804 0
大阪狭山市の歴史・文化・自然・所業。
様々なことを知り、考える機会とする。

市民・市民団体 講師・事業協力者
市（指定管理者）：事
業の運営

11月～3月 ⑤事業協力

119 平成27年度 平成27年度
【新規】
公民館管理運営事業
狭山のシェフに学ぶおいしい時間

非公募 72 83,954 0

地域と市民を繋げるきっかけを作り、幅
広い年齢層に公民館を知ってもらう。大
阪狭山市内のお店の方に、料理を教えて
いただく。

市民 講師
市（指定管理者）：事
業の運営

11月・1月 ⑤事業協力

120 平成27年度 平成27年度
【新規】
公民館管理運事業
利用団体コラボ講座

公募 35 12,136 0

公民館で活動している団体の中で、人数
が減り、活動が困難であったり、市民に
広く活動を知ってもらいたいという団体
に、活動内容を体験してもらうことによ
り、興味をもってもらう。

市民団体 講師・事業協力者
市（指定管理者）：事
業の運営

団体さんの困られていること
と、公民館としてできることの
調整が必要

傾聴を大事にし、団体の
方と良くお話をすること
で、よりよい事業とする

10月～11月 ⑤事業協力
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平成27年度の協働事業実績
教育部　　社会教育・スポーツ振興グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

121 平成25年度 平成25年度
公民館管理運営事業「復活さやま
音頭」

非公募 24 21,606 0

小学校の運動会の最後には必ず踊ってい
たというさやま音頭。住宅事情等によ
り、場所が無くなってしまった地区もあ
り、機会を作りたい。市民文化の振興に
貢献されている大阪狭山市文化協会と一
緒にさやま音頭の復活を試み、世代間及
び、住民同士の交流を図る。

市民、市民団体 講師
市（指定管理者）：事
業の運営

8月 ⑤事業協力

122 平成25年度 平成25年度
公民館管理運営事業「ふれあいラ
イブ」

公募 112 144,904 0
参加者の仲間作り、居場所づくりを図
る。誰でも気軽に参加できるライブの場
所を公民館で提供する。

市民、市民団体 講師・事業協力者
市（指定管理者）：事
業の運営

数年継続している事業なので、
新旧の団体がある中、一緒に
作っていく関係づくりを心掛け
ている

会議等、屈託なく話がで
きる場を多く持つ

7月～3月 ⑤事業協力

123 平成24年度 平成24年度 さやま元気っこ推進事業 公募 4,986 4,651,175 0

子ども達が、放課後に安全で安心して過
ごせる新しい形の居場所づくりとして、
安全・安心な子どもの活動拠点をめざし
て、｢こども広場」｢学習チューター事
業」「放課後児童会」の連携を図り、遊
び･体験・交流・学習支援など様々な分
野の場を提供する。

市民、市民団
体、大学、高等
学校など

ボランティアとして事業
の協力

運営、ボランティア及
び関係機関との連携・
調整

学校教育G
ボランティア（協力者・団体）
の確保

市民活動支援センターへ
ボランティア募集依頼。

6月～3月 ⑤事業協力 常時

124 平成22年度 平成24年度
公民館管理運営事業（指定管理事
業）青少年セミナー「みらいはば
たきっず」

非公募 70 68,609 0

体験学習、創作学習を通して個々の創造
性や協調性を養うとともに、小学校や学
年の枠を超えて児童の交流を図る。そし
て公民館に愛着を持ってもらい、市域社
会に貢献でき、参画できる人材を育成す
る。

市民 講師
市（指定管理者）：事
業の運営

8月・10月 ⑤事業協力

125 平成22年度 平成22年度
公民館管理運営事業（指定事業）
④青少年セミナー3「夏休み学習
会」

非公募 198 212,786 0

夏休みの期間を利用し、園児～中学生に
対して
●工作だけでなく、様々な体験的学びの
機会を提供する。
●異なる園、学校の人との交流を図る。
●異年齢間、異世代間の交流を図る。

市民、市民団体 講師
市（指定管理者）：事
業の運営

市民、市民団体の確保

地域の方々が子どもたち
に発信する機会にもなる
と思うので、日頃から市
民、市民団体をリサーチ
しておく

7月～8月 ⑤事業協力

126 ― 平成20年度 放課後児童会事業 非公募 13,846 11,822,784 0
保護者が就労等により昼間家庭にいない
小学生を対象に適切な遊び場及び生活の
場を提供し、その健全な育成をはかる。

ＮＰＯ法人等 受託業務の実施
入退会の受付、負担金
の徴収事務、施設の管
理

公募、指定管理者制度の導入を
検討し、事業の公平性を保ち、
安全な放課後児童会活動を行
う。

引き続き検討する。 通年 ②委託契約

127 平成18年度 平成18年度
公民館管理運営事業（指定事業）
④青少年セミナー１「表現倶楽部
うどぃ」

非公募 2,868 1,880,856 0

「表現倶楽部　うどぃ」豊かな心をはぐ
くみ、表現する舞台作りを目標にワーク
ショップを行う。
5年目となる今年度は活動を市内外に周
知し、市内全域からの参加を促しより地
域に根付いた活動へと発展させていく。

市民団体等
事業の企画、立案。講師
の派遣など

市（指定管理者）：事
業の運営

通年 ⑤事業協力

128 平成17年度 平成17年度
公民館管理運営事業（指定事業）
③親まなび講座

非公募 81 55,798 0

「地域のまなざし、ふれあい、ぬくも
り」子どもたちが本当に必要としている
ものは何か、実際に体験を通して子ども
たちの気持ちを感じ子どもとの交流、親
どうしの交流を通して「親」の大切さ役
割に気付き、「親」としての有りかたを
学ぶ。

NPO法人市民
団体等

事業の企画・立案。講師
の派遣など。保育の実
施。

市（指定管理者）：事
業の運営

託児ボランティア団体がない
託児ボランティア養成の
必要性を考えたい

5月～7月 ⑤事業協力

129 平成16年度 平成16年度
公民館管理運営事業（指定事業）
⑧はばたきフェスタ

非公募 111 164,500 0

福祉・文化ゾーン内の各施設を利用する
サークル、団体等で実行委員会を構成
し、日ごろの成果を発表する場「はばた
きフェスタ」を開催する。また、市民間
の交流を深めることも目的とする

はばたきフェス
タ実行委員会

事業の運営

市（指定管理者）：開
催場所の提供、円滑に
実施するための調整、
警備員の確保

健康推進G、福
祉G

実行委員会形式で行うため、役
員を決める必要があるが、自主
的になって頂ける方が少ない

活動内容など詳しく説明
することで、積極的に関
わって頂けるよう工夫す
る

10月 ④共催

130
平成16年度
（一部12年）

平成16年度
（一部12年）

こども広場事業 公募 1,588 892,805 0
子どもが安心安全に遊ぶことのできる
「こども広場」を実施する。

市民
ボランティアとして事業
の協力

こども広場の運営、ボ
ランティア及び関係機
関との連携・調整

学校教育G、教
育総務G

ボランティアの確保及び意思統
一。

6月～3月 ⑤事業協力 常時

131 平成15年度 平成15年度
図書館管理運営事業（指定事業
等）②ストーリーテリング入門講
座

非公募 52 52,000 0

子どもにとって読書は、まずは読んであ
げることである。そのことにより、さら
なる読書への興味を喚起し、生来備えて
いる聞く能力・話す能力を伸ばすことが
できる。その読み手となるスト－リ－テ
ラ－を養成する講座を開催する。

市民団体等 講師の派遣など
市（指定管理者）：事
業の運営

１０月～１２
月

⑤事業協力

132 平成15年度 平成15年度 学校施設開放事業 非公募 723 648,900 0
学校教育活動に支障のない範囲で、学校
体育施設（体育館・運動場）を地域の生
涯スポーツ活動の場として提供する。

市内各小・中学
校開放運営委員
会

団体間の施設利用調整 学校、団体との調整
学校教育G、教
育総務G

使用料の徴収検討

各学校単位に設置される
開放運営委員会と協働
（登録団体はこの委員会
に必ず加入することにな
る）

通年 ⑤事業協力

133 平成14年度 平成14年度
公民館管理運営事業（指定事業）
②初心者パソコン講座

非公募 296 322,236 0
パソコンの機能と使い方を学びパソコン
を日常生活に活用できる技術を習得する
ことを目的とする。

市民団体等 パソコン講座の運営
市（指定管理者）：事
業の委託

5月～1月 ②委託契約

134 平成14年度 平成14年度
図書館管理運営事業（指定事業
等）③ブックスタート事業

非公募 515 515,000 0

4か月児健康診査を保健センターで受診
の時、ブックスタートの意図を説明し、
図書館が勧める絵本やお勧め絵本のリス
ト等をプレゼントする。また絵本を読み
聞かせし、子どもと保護者が絵本を介し
てふれあい語りあう機会を設けること
で、読書活動の推進を図る。

市民団体等
ブックスタートの趣旨の
説明、絵本の読み聞かせ
（4か月健診時）

市（指定管理者）：事
業の運営、絵本の読み
聞かせ

毎月１回木曜
日

⑤事業協力

135 平成12年度 平成12年度 総合的教育力活性化事業 非公募 360 280,509 280,509

子どもたちの健全育成に適した環境づく
りの取り組みとして、地域・学校・家庭
の三者が連携・協働し、中学校区ごとに
地域協議会が組織されている。地域の教
育力の活性化を図るため、各中学校区地
域協議会に事業補助金を交付し、地域教
育活動や学校支援を行う。

各中学校区地域
協議会

地域教育事業の実施 補助金の交付 学校教育G 通年
③補助金交付

等
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平成27年度の協働事業実績
教育部　　社会教育・スポーツ振興グループ
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136 平成12年度 平成12年度
総合型地域スポーツクラブ推進事
業

非公募 0 0 0

スポーツ・文化を通して、地域コミュニ
ティのより一層の活性化、青少年の健全
育成等をめざす市内の総合型地域スポー
ツクラブの交流等を行った。大阪府生涯
スポーツ推進協議会事業として実施。

南コミュニティ
クラブ　さやま
コミュニティク
ラブ　大阪狭山
スポーツクラブ

クラブの運営
開催場所の提供やPRな
ど

各総合型地域スポーツクラブに
よって、活動の差がある。

現在、存在する３団体を
統一した総合型スポーツ
クラブとして活動でいな
いかと検討している。

通年 ⑤事業協力

137 平成12年度 平成12年度
親子スポーツ事業（スポーツ推進
委員会主催事業）

非公募 0 548,542 0

ライフスポーツ振興財団の補助金によ
り、大阪狭山市在住・在勤の家族を対象
に年3回ファミリーグラウンドゴルフ・
ファミリースポーツ・チャレンジザ
ウォークを行っている。

スポーツ推進委
員会

スタッフの派遣 事業の運営
補助金により実施されており、
その決定は前年度の12月
（継続した事業の実施）

事業費はライフスポーツ
振興財団の補助金で実
施。

５月
９月
１１月

⑤事業協力

138 平成6年度 平成6年度
公民館管理運営事業（指定事業）
⑤初心者陶芸体験講座

非公募 168 127,385 0
初心者を対象に作品作り、素焼き、釉薬
かけ、本焼きと陶芸の楽しさを体験して
もらう。

市民団体等
事業の企画・立案。講師
の派遣など。

市（指定管理者）：事
業の運営など

5月～6月
2月～3月

⑤事業協力

139 平成7年度 平成7年度
公民館管理運営事業（指定事業）
⑥街のすぐれもの大学

非公募 80 130,986 0

市民が習得した多彩な技術を眠らせない
で広く地域住民に紹介し公民館講座など
で活用することで、生活文化の振興や社
会福祉の増進に寄与する

街のすぐれもの
登録者

講師
市（指定管理者）：事
業の運営

数多く登録頂いている中、少数
の方々にしか機会が提供できな
い

広く知って頂く機会を設
ける
また、情報発信の工夫を
する

通年 ⑤事業協力

140 平成4年度 平成4年度 サタデースポーツ 非公募 24 22,430 0

生活に密着したスポーツ活動の促進を目
的に、毎週土曜の午前中、公共スポーツ
施設を、子どもスポーツ活動（サタデー
スポーツ）の場に開放。運営は、体育協
会加盟等の共催希望団体で7種目実施。

大阪狭山市体育
協会加盟団体等

教室や活動の運営 開催場所の提供、ＰＲ
体育協会を主体とした実行委員
会で実施

教育委員会事務局とし
て、活動場所の提供及び
消耗品（ボール等）の購
入

通年 ④共催

141 平成4年度 平成4年度
おやこのふれあいサークル「わ」
春、秋

非公募 429 360,352 0

親子がいっしょに運動を行うことによ
り、親子のふれあい、友達同士、親同士
等コミュニケーションを深める。また、
幼児期（3～5歳）にいろんな運動を経
験させることにより、自ら進んで運動に
親しむことを目的とする。トランポリ
ン、親子体操、ゲーム、ミニ運動会、遠
足、準備・片付け等を行う。

ＮＰＯ法人大阪
狭山スポーツク
ラブ

指導者の派遣 事業の運営 参加対象の拡大

就学前の４、５才児対象
としているため、兄弟が
対象年齢でない幼児も一
緒に参加できるよう検討
する。

５月～６月
９月～１０月

⑤事業協力

142 昭和52年度 平成1年度
図書館管理運営事業（指定事業
等）①おはなし会

非公募 82 82,000 0

子どもたちへ、読み聞かせ、紙芝居、ス
トーリーテリングを行ない、読書への
きっかけと良い読書習慣を培うことを目
的として実施する。

市民団体等 事業の運営
市（指定管理者）：開
催場所の提供、事業の
運営

４月～３月 ⑤事業協力

143 昭和62年度 昭和62年度 市民体育大会 非公募 920 920,000 920,000
市民を対象に通年にかけ、各種目別
（16程度）の大会や総合開会式を開
催。

大阪狭山市民体
育大会実行委員
会

大会の運営
開催場所の提供、補助
金の交付

体育協会を主体とした実行委員
会で実施

教育委員会事務局とし
て、補助金の交付及び活
動場所の提供

通年
③補助金交付

等

144 昭和47年度 昭和47年度 市民マラソン大会 非公募 224 190,377 0
市民を対象に、フルマラソンの1/10・
1/20の距離を狭山池公園コースで開催
する。

大阪狭山市体育
協会など

役員の派遣 事業の運営 ２月末 ⑤事業協力

145 昭和37年ごろ 昭和37年ごろ 社会教育関係団体事業費補助事業 非公募 2,300 2,252,000 2,252,000

社会教育関係団体が地域に根ざした社会
教育の普及・啓発・向上・奨励などを目
的に実施する事業に対し、補助金を交付
する。

社会教育関係団
体

社会教育委員会議（審査
評価部会）：審査・評価
社会教育関係団体：社会
教育事業の運営

補助金の交付

現在、社会教育関係団体の認
定・基準の明確化、補助金の時
限性・継続性、公募制等につい
て検討している。

通年
③補助金交付

等

146 ― ― 成人式事業 公募 1,567 1,038,396 0
成人（20歳）になった若者の門出を祝
福し、将来社会の形成者としてよき社会
人となることを祈念し「式典」を行う。

市民 事業運営の協力・企画 事業の運営 教育部
開催日の検討や市民参画型の企
画・運営を図っていく。

1月11日 ⑤事業協力

147 ― ― 青少年健全育成事業 非公募 1,886 1,459,156 992,156

市内各小学校区の青少年指導員、自治
会、ＰＴＡ、こども会など関係団体が連
携のもとに、青少年の健全育成事業を実
施するため、各小学校区青少年健全育成
連絡会に事業補助金を交付する。

青少年指導員会
各小学校区青少
年健全育成連絡
会

各青少年指導員会：全市
的な事業の実施
各小学校区青少年健全育
成連絡会：地域での事業
の実施

補助金の交付 通年
③補助金交付

等

148 ― ― 子どもの安全見まもり事業 非公募 230 216,480 0
子どもの安全を願い、子どもの安全見ま
もり隊などの協力のもと、登下校時など
のこどもの見まもり活動を実施する。

各小学校区青少
年健全育成連絡
会地域住民

校区内の子どもの安全確
保のための諸活動

定期的なパトロールの
実施。必要な情報提
供、傷害保険への加
入、物品の貸与。

市民協働・生
涯学習推進G

各校区の活動内容の偏り（地域
事情の差異）

事業費は青少年健全育成
事業に含まれる

通年 ⑤事業協力

149 ― ― 人権教育事業 非公募 344 124,918 0
市民の人権意識を高めるために、各関係
機関からの情報収集に努め、関係部局と
の連携を図る。

市民・市民団体
等

事業運営の協力 事業の運営 ⑤事業協力

150 ― ― 青少年問題協議会 非公募 216 80,000 0

青少年に関する各種団体・機関・行政の
代表者などを青少年問題協議会委員とし
て委嘱し、本市の青少年問題について研
修、情報交換などを行う。

社会教育関係団
体等

会議への出席、情報交換
委員の委嘱、会議の開
催、連絡調整

通年
①政策提言・
企画立案過程

151 ― ―
公民館管理運営事業（指定事業）
①成人大学講座

非公募 284 286,954 0
歴史や文学を中心として、多方面にわた
る専門性の高い講座を提供する

帝塚山学院大学
講座の企画、立案。講師
の派遣。資料提供など。

市（指定管理者）：開
催場所の提供。事業の
運営。

５月～6月
10月～11月

④共催
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152 ― ―
公民館管理運営事業（指定事業）
⑦天体観望会

非公募 88 54,670 0
プラネタリウム投影を活用し天体学習の
場を提供するとともに、自然とふれあ
い、天体観測への興味をもってもらう。

街のすぐれもの
登録者

プラネタリウムの投影、
野外観望の講師

市（指定管理者）：事
業の運営

7月・2月 ⑤事業協力

153 ― ―
公民館管理運営事業（指定事業）
⑨新春こどもまつり

非公募 149 128,153 0

市ボランティアグループ連絡会の参加協
力を得て、公民館利用団体（新春こども
まつり実行委員会）が日頃の活動経験を
生かし、こどもだけでなく大人も交流し
楽しむことのできる事業運営を行う。

新春こどもまつ
り実行委員会

事業の運営
市（指定管理者）：開
催場所の提供、円滑に
実施するための調整

年々、参加して頂ける団体が増
加。時間、場所の振り分けなど
工夫が必要

打合せを密にし、団体間
の調整を行う

1月
⑥実行委員
会・協議会

154 ― ― ＧｏＧｏふれあいの里ワールド 非公募 490 370,974 0
こどもの日に市民ふれあいの里を無料開
放し、併せて様々なイベントを行い、施
設のPRを行う。

青少年関係団体
ほか

事業の運営の協力 予算執行、事業運営 公園緑地G 5月5日 ⑤事業協力

教育部　　歴史文化グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

155 平成27年度 平成27年度
【新規】
狭山ニュータウン入居第一世代へ
の聞取り調査支援事業

非公募 0 0 0

狭山ニュータウンは、入居開始から45
年経過して入居第一世代の高齢化が進
み、入居当時の体験や記憶を地区の歩み
として記録保存ずる必要が生じている。
聞取りについて南中学校区まちづくり円
卓会議に協力いただき、市史編さんにて
調査を実施する。

ＮＰＯ法人南中
学校区円卓会議

聞取り対象者となる市民
の人選と依頼、会場の確
保。

学芸員・専門アルバイ
トによる、聞取り調査
の実施、記録音声の文
字化。

宅地造成時期や入居可能時期の
異なる地区・街区ごとに、聞取
り対象者を選定する必要があ
る。

本格的な聞き取り調査に
は至っていないが、歴史
相談や講演会等で機会を
得て、簡単な聞き取り調
査を行っている。

⑤事業協力

156 平成24年度 平成24年度
歴史文化ガイド養成講座
（旧称「歴史街道ガイドボラン
ティア養成講座」）

公募 82 0 0
歴史街道や狭山藩陣屋跡などの歴史資産
を活用し、市の歴史と文化を街の魅力と
して案内するボランティアを養成する。

市民、市民団体

市史等による正確な歴史
情報の把握、歴史文化ガ
イドとしてのマナー、実
技の習得。

講演・講座・現地実習
の提供

近隣自治体で活動実績をもつ市
民団体との連携。

観光ボランティア団体と
の事業実施の日程調査委
が叶わず、実施に至らな
かった。

⑧情報提供・
情報交換

157 平成５年度 平成５年度
市史編さん事業（歴史資料の調
査・収集）

非公募 0 0 0

まちづくり円卓会議、熟年いきいき大学
などからの求めに応じ、学芸員が市の歴
史に関する最新情報と資料を提供する。
自治会やサークルなどの市民団体からの
求めに応じ、学芸員が専門的立場から、
会の設立経緯やその後の足跡などを資料
調査し、資料の目録化などの歴史情報の
提供によって市民活動を支援する。

歴史資料の所蔵
者及び、まちづ
くり円卓会議、
大阪狭山市熟年
いきいき事業実
行委員会、各自
治会等の市民団
体

歴史資料・歴史情報の提
供

市の歴史に関する最新
情報の提供

情報を提供するためには、調査
者・執筆者の同意を得ることが
前提となる場合がある。

他機関や関係機関の出版
物作成に伴い、調査者・
執筆者の同意を得て本市
の情報を提供した。

⑤事業協力

158 平成元年度 平成元年度
文化財保護推進事業（文化財保護
推進委員）

非公募 50 50,000 0

文化財保護に関し、深い理解、熱意及び
豊かな見識を有する市民を市が委嘱し、
市民に対する文化財保護についての啓発
活動・文化財保護に関する学級・講座・
行事等への指導及び助言、市民の文化財
保護に関する各種相談にのってもらう。

文化財保護推進
委員

文化財保護推進委員会議
における意見・情報提供
および、関連事業におけ
る支援活動

文化財保護推進委員の
委嘱、会議の開催

こども歴史塾や歴史セミ
ナー簡修館の開催にとも
ない、ご指導いただい
た。

⑤事業協力

教育部　　こども育成室

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

159 平成23年度 平成23年度 認定子育てサポーター事業 公募 6,562 5,140,919 0

市民が自らの経験を活かして、地域の子
育て家庭を支援する子育てサポーターを
市が認定し、市内の公園や地区集会所等
で子育て支援活動を行う。

市民

地域の公園・幼稚園等で
の未就園児対象「あおぞ
らひろば」の実施、幼稚
園・保育所の未就園児対
象子育て支援事業の活動
支援、プレイセンター活
動支援、その他地域での
子育て支援

活動場所の提供及び子
育て支援・運営指導

社会福祉協議
会・学校教育G

人材育成・活動場所の提供と環
境整備

隔年 ⑨その他 １２月 ２５名

160 平成21年度 平成21年度 プレイセンター推進事業 公募 3,988 3,318,267 0

子育て家庭の親及びその子どもが会員と
なって運営し、子どもには「自分で選ぶ
遊び」を、親には「親のための学習」を
提供するプレイセンター事業に取り組む
団体を支援し、子育て環境の充実を図
る。

市民、ボラン
ティアグルー
プ、民生委員、

プレイセンター活動の実
施及び活動支援

活動場所の提供及び運
営指導

実際に活動する団体の組織作
り・地域の協力

平成25年度新たに登録
された1団体を加え、4
団体が自主運営に向け活
動を実施しているが、よ
り充実した事業となるよ
う支援を行う。また、新
たな団体登録に向け、地
域・保護者に啓発を行う

通年 ⑨その他 随時

161 平成19年度 平成19年度 育児支援家庭訪問事業 非公募 98 5,000 0

乳幼児の子育てについて支援が必要であ
りながら、自ら支援を求めていくことが
困難な家庭に対して育児支援員が家庭を
訪問する。

市民
家庭訪問支援員として家
庭訪問

関係機関と連携し、支
援が必要な家庭の把
握・決定する。

健康推進G

法改正に伴う養育支援の位置付
けが必要なため、関係機関との
ネットワークづくりがより一層
必要である。

通年 ⑤事業協力

162 平成18年度 平成18年度
子育て講座（子育て支援センター
運営事業）

公募 225 109,710 0

子育て中の保護者の育児不安の軽減・子
育てのスキルを学ぶ・親のリフレッシュ
などを目的とする学習事業「子育て講
座」を開催する。

NPO法人・自
主サークル等

企画・運営は団体で行う
広報・募集は市で行
う。

前年度の問題点をふまえ、より
充実した内容を企画・運営して
いただき、参加者の拡大につな
げたい。

９月～３月 ②委託契約 ５月 ４団体

163 平成18年度 平成18年度
あそびの広場事業（子育て支援セ
ンター運営事業）

公募 619 421,000 0

子育て支援センターのあそびの広場での
見守り、ぽっぽえんまつりや講座開催時
の託児等で子育て支援のボランティア活
動を行う。

ボランティアグ
ループ・支援セ
ンター利用サー
クル・民生委
員・更生保護女
性会

広場スタッフとして参加
する。

ボランティア養成講座
及び交流会を実施す
る。

継続してボランティア活動を
行って貰うための工夫と活動内
容の見直しが必要

通年 ⑤事業協力 随時

164 平成17年度 平成17年度 つどいの広場事業 公募 6,276 5,918,867 3,000,000

旧くみの木幼稚園の保育室を活用して地
域の子育て家庭を支援する事業を行う。
また,保護者のニーズに応えるため一時預
かり事業を行う。

NPO法人等 事業の企画運営を行う。
施設の提供及び補助金
の交付をする。

事業の安定を図るため、
3年に1度の公募とする

通年
③補助金交付

等
１２月 １団体
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平成27年度の協働事業実績
教育部　　こども育成室

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

165 平成13年度 平成13年度
ファミリー・サポート・センター
事業

公募 3,350 2,924,539 0

地域で「子育てを手助けしてほしい人」
と「子育てを応援したい人」が会員と
なって、子育ての相互援助活動を行な
う。

市民
手助けを求める人への支
援活動を行う。

雇用するアドバイザー
が登録者への情報提
供、活動内容への助言
や研修会を実施する。

協力会員の人材確保が望まれ
る。

通年 ⑨その他 随時

166 － － ひとり親家庭対策事業 非公募 48 48,000 0
生活上の問題や子どもに関する心配事な
ど、ひとり親家庭における相談に応じて
必要な助言を行う。

市民
ひとり親家庭の相談を行
う。

相談場所の提供及び広
報等による周知を行
う。

通年 ⑨その他

167 平成20年度 平成20年度
学校園地域連携推進事業（幼稚園
等）

公募 302 282,000 0

開かれた園づくりや様々な経験を体験す
るため、「地域人材バンク」に登録して
いる地域住民の方を幼稚園・こども園に
招き、知識や技能を遊びを通して学ぶ。

市民
登録、知識・技能・経験
を園児に体験学習させる

登録受付、登録者紹
介、謝金支払い

５月～３月 ⑤事業協力 随時

168 平成18年度 平成20年度
幼稚園子育て支援事業における学
生との協働

公募 13 5,000 0

幼稚園・こども園の活性化と学生の資質
向上を図ることを目的とする。教育・福
祉支援活動として保育・預かり保育時に
ボランティアとして学生の参加・協力を
得ながら、学生には教育活動を体験して
もらう。

大阪大谷大学・
帝塚山大学・
プール学院大学
及び学生等

大学は学生をボランティ
アとして派遣する。

事業の企画・運営は市
が行う。

協働で活動する学校・学生数を
増やす。

公募方法：大学が学生を
公募する。
ゼミ・インターンシップ
等は謝金発生せず。

通年 ⑤事業協力 随時

消防本部　　総務グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

169 昭和４７年度 昭和４７年度 消防出初式事業 非公募 80 11,880 0
新年を迎え、消防職団員の決意を示し、
士気の高揚と市民の防火意識の高揚を図
る

市民
防火意識の向上により火
災発生を予防する

主担Ｇ：事業全体の円
滑な実施
連携Ｇ：各セクション
の円滑な実施

予防G・救急
G・警防G

火災等発生時、中断や途中で中
止となる

⑤事業協力

消防本部　　予防グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

170 平成24年度 平成24年度
災害時要援護者世帯への住宅防火
診断

非公募 0 0 0
災害時要援護者世帯の把握及び住宅防火
啓発

地区自主防災組
織及び民生委員

要援護者の支援

主担Ｇ：事業の円滑な
運営と実施
連携Ｇ：事業の円滑な
実施

警防G ⑤事業協力

171 平成２年度 平成２年度
火災予防啓発事業（街頭防火キャ
ンペーン・初期消火訓練）

非公募 129 0 0
街頭防火キャンペーン・初期消火訓練・
住宅用火災警報器設置普及啓発

大阪狭山市女性
防火クラブ

団体：事業の実施

主担Ｇ：事業の円滑な
運営と実施
連携Ｇ：事業の円滑な
実施

警防G ⑤事業協力

172 昭和４９年度 昭和４９年度
火災予防啓発事業（啓発チラシ・
ポスター作成、火災予防運動）

非公募 172 107,892 0
街頭防火キャンペーン、防火啓発用ちら
し、ポスター作成火災予防運動の援助・
協力

大阪狭山市防火
協会

団体：事業の実施

主担Ｇ：事業の円滑な
運営と実施
連携Ｇ：事業の円滑な
実施

警防G ⑤事業協力

消防本部　　救急グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

173 平成６年度 平成６年度 応急手当普及啓発事業 公募 438 97,200 0
一般救急講習・普通救命講習・上級救命
講習・水難講習及び安全安心スクールの
実施

市民
応急手当を熟知し、救命
率の向上

主担Ｇ：事業実施日時
等の調整と円滑な実施
連携Ｇ：事業の円滑な
実施

危機管理G、市
民協働・生涯
学習推進G、警
防G

火災等発生時、中断や途中で中
止となる

安全安心スクール含む
⑧情報提供・
情報交換

消防本部　　警防グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

174 昭和４７年度 昭和４７年度
火災予防啓発事業（防火のつど
い・自衛消防訓練）

非公募 0 0 0 防火のつどい・自衛消防訓練 事業所・市民
防火意識の向上により火
災を予防する

主担Ｇ：事業実施日時
等の調整と円滑な実施
連携Ｇ：事業の円滑な
実施

予防G
火災等発生時、中断や途中で中
止となる

⑧情報提供・
情報交換

175 昭和４７年度 昭和４７年度
火災予防啓発事業（体験学習・消
防庁舎の見学 ）

非公募 0 0 0 体験学習・消防庁舎の見学
幼稚園（保育
所）・小中学校

防火意識の向上により火
災を予防する

事業実施日時等の調整
と円滑な実施

警防G
火災等発生時、中断や途中で中
止となる

⑧情報提供・
情報交換

水道局　　総務グループ

No.
事業の
開始年度

協働事業の
開始年度

事業名
公募
の
有無

予算金額
（単位：千円）

決算金額
（単位：円）

うち補助金
（単位：円）

事業目的及び概要 協働相手 協働相手の役割 行政の役割
連携する
グループ名

実施上の課題・問題点 課題への取組み 実施時期
主たる
協働形態

募集
の
時期

募集
定数

176 平成２４年度 平成２４年度 浄水場見学（バスツアー） 公募 107 103,248 0

本市の水道水を供給している大阪広域水
道企業団の村野浄水場を訪ね、水道水の
作られ方や処理の方法と環境保全への取
り組みなど見学して頂く。

市民
水道事業に対する理解を
深めて頂く。

安全に飲むことのでき
る水道水の処理実態を
見て頂く。

公募による市民参加が少ない 11月3日
⑧情報提供・
情報交換

177 平成１８年度 平成１８年度 利き水会 非公募 183 156,196 0

水道水と市販のミネラルウォーターを飲
み比べて頂き、利き水の感想や水道水に
対するご意見を頂き、水道水がおいしく
て安全であることをPRする。
（アンケートの実施）

市民
水道水に対する率直な感
想や意見等アンケート協
力

高度浄水処理水である
水道水に関する情報提
供

水道局施設G
狭山池まつり

産業まつり

⑧情報提供・
情報交換
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